
令和 7年度入学試験問題

理 科

令和 7年2月25日

（理科 1科目受験者）

自 12時 30分

至 13時45分

（理科 2科目受験者）

自 12時 30分

至 15時 00分

答案作成上の注意

1 この問題冊子には，物理基礎・物理(3~20ページ），化学基

礎・化学(21~38 ページ），生物基礎•生物 (39~60 ペー

ジ），地学基礎・地学（61~70ページ）の各問題があります。

総ページは 70ページです。

2 解答用紙は，物理基礎・物理は 1枚（表裏の計2ページ），化学

基礎・化学，生物基礎•生物は，それぞれ 2 枚（表裏の計 4 ペー

ジ），地学基礎・地学は 3枚（表裏の計 5ページ）です。

3 下書き用紙は，各受験者に 1枚あります。

4 受験番号は，解答用紙の所定の場所に，必ず記入しなさい。

5 解答は，解答用紙に記入しなさい。

出願の際に届け出た科目以外の科目について解答しても無効と

なります。

6 配付した解答用紙は，持ち出してはいけません。

7 試験終了後，問題冊子及び下書き用紙は持ち帰ってください。

8 この問題冊子の裏表紙には，試験時間中に机の上に置いてよい

ものを記載しています。
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試験時間中に机の上に置いてよいもの

0 本学受験票

0 大学入学共通テスト受験票

〇 配付した問題冊子等

〇 黒鉛筆（和歌格言等が印刷されているものは不可）

〇 鉛筆キャップ

0 シャープペンシル

〇消し

〇 鉛筆削り

0 時計（辞

大型のもの，ナイ

端末等の機能があるも それらの機能の有

無が判別しにくいもの，秒針音のするもの，キッチンタイ

タイマー，大型のもの

〇 眼鏡

0 ハンカチ

〇目

〇 ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したもの）



このページは白紙です。
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物理基礎・物理 (3 問）
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〔I〕 図1のように，質量2叩の物体Aと質量叩の物体Bが，ばね定数Kのばねの両端

に取り付けられ，滑らかで水平な床の上に静止している。ばねが自然の長さのと

物体AB間の距離はL。である。はじめ，物体Aは固定された壁に接している。

時の物体Bの位置を原点0とし，床に平行で紙面右向きを正とする X軸をとる。

質量叩の物体Cが速さ v。(v。>O)で左向きに等速直線運動し，物体B

性衝突した。ただし，物体の大きさ物体と床の間の摩擦力，空気抵抗，

は無視できる。また，ばねの伸縮と物体の運動は， X軸に沿った同

れ，ばねの伸縮幅はL。よりも小さく，フックの法則が成り

とする。

こるもの

゜図1
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物体Cが物体Bに衝突した瞬間，物体Bと物体Cは一体となり，一体となった後

にばねは縮み始めた。物体Bと物体Cが一体となった物体を，物体D

する。物体 Dの大きさ，空気抵抗，物体Dと床の間の摩擦力は無視できる。

ことに

から物体D

よ。 ゜
までの物体Dの運動について，以下の問 1～問 3に

1 衝突直後の物体 Dの速度 V]を求めよ。

問 2

(1) 物体 D をふ加速度を a る。物体D

(2) 物体 Cが物体Bに衝突した時刻から，物体 Dが再び原点 0に到達するまで

る時間tl）を求めよ。

問 3 且襄が物体Aを押すカ

も

Fmaxを， m, k, v0, L。のうち ものを用

L
N
)
 



物体Dが再び原点0に達した瞬間，物体Aは壁から離れた。物体Aが壁から離

れた時刻をt=Oとする。図2 うに，物体Aの位置を XA, 物体 Dの位置を

互とする。さらに，物体Aの加速度を aA, 物体 Dの加速度を aぃ物体 Aの速度

を VA，物体Dの速度を VDとする。また，ばねでつながれた物体Aと物体 D

をGとし，その位置を互とする。物体Aと物体Dの時刻t(t~ 0)での運動につい

て，以下の問 4～問 6に答えよ。

゜
.r 

2
 

問 4

(1) 物体Aと物体 D

L。のうち必要なものを用

それぞれ， aA, aI), X心 XD, m, k, v。,

(2) 物体Aから見た物体 D

(3) 物体 Aから見た物体 D

運動の周期Tを求め

をXAl)= Xl) - XA, 

とする。物体Aから見た物体 Dの運動を表す運動方程式を， GAD, XAD, m, 

k, L。を用いて示せ。

をam= al) - aA 

となった。物体 Aから見た物体Dの
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問 5 軍心G

と物体D

(1) ばねの長さ

方も

(2) ばねの長さ

を用

した。また，ばねの長さ った瞬間，物体A

しい値になっ

になった瞬間の物体 Aと物体 Dの速度叫 よ。

った瞬間の物体AD間の距離Iノ maxを， L0. rn, k, Vo 

き方も
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問 6 時刻t(t~ 0)での物体Aの位置XA, 物体 Dの位置xl)の時間変化を表すグラ

フとして適切なものを図 3の（ア）～（エ）から一つ選べ。また，不適切であると判

断した三つの選択肢について，不適切と考えられる理由を，それぞれの選択肢に

して一つ述べよ。なお，各グラフの横軸は時刻t,縦軸は位置x, 0は原点を

破線は Xぃ実線は XA, 一点鎖線は重心Gの位置XGを表す。 Tは問4で

求めた物体Aから見た物体Dの運動の周期を表し，細線は補助線である。

（ア） X 

L。

（イ） X 

XG 

t
 

゜
T
 

t
 

（ウ） X X 

XG X D、憂‘-ダ£’-，，，ょr L.9・ X(i 

-゚L。

t
 

O r----:・，．．「←／」「’ふ~t

-L。
図3
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このページは白紙です。
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〔II〕 図1のような，

を考え

ないものと

温度計，

ま

ヒータ かき混ぜ棒を備えた銅製容器の熱量計を用いた

まれており， と外部との熱の出入りは

熱量計内部は常に熱平衡状態にあるものとする。本問で扱う

水，氷， アルミニウムの比熱 は， によらず一定とす

る。
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図l
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問 1 まず，熱量計に質量川，比熱cの水を入れ，温度 T]で熱平衡状態になったと

この状態で，ある時刻tlに図中の回路のスイッチを閉じ，時刻t2(t2>t1)

Pのヒーターで熱量計と中の水を加熱したところ，熱量計と中の水のま

とか

とかき混ぜ棒を合わせた熱量計の熱容量を CKとする。また，

よびヒーターとその回路の熱容量は無視できると

をM,

(1) 時刻t1から時刻じまでの間にヒータ Q11を，ti, t2, pで

(2) 時刻tIから

7¥, T2のう

じまでの間に水のみが吸収し

ものを用

Qwを m, M, c, 

(3) 時刻t1から時刻いまでの間に銅製容器とか

収した熱量QKを， m, 1vf, CK, T1, T2のうち ものを用

(4) QII, Qw, Q,くの間の関係

11 



問 2 銅製容器とか 200. 0 gの，図 1と同

る。この熱量計に 100.0 gの氷を入れたところ，全体の温度が一20.0

で熱平衡状態となった。その状態から電力 100.0 Wのヒーターで熱量計を加熱

し，熱量計全体の温度の時間変化を測定したところ，図2に示す結果とな

加熱開始から 635s経過したときの温度は50.0℃である。温度計，およびヒ

ターとその回路の熱容量は無視できるとする。また，水の比熱は4.20 JI (g• K) 

とする。以下の問いに有効数字3桁で答え

(1) 400sから 635sの間にヒータ し くらか。

銅製容器とかき混ぜ棒 くらか。

(3) 氷の比熱はいくらか。

（4) 氷lgあたりの融解熱はいくらか。

50 _...........湯囀...................................亀● ●簾● ●葦肴．．．．會●．．．．．．．．．．．．．．．．．．

（℃） 

゜
200 400 

経過時間(s)

2 

635 
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問 3 問2と同じ空の熱量計に，同様に 100.0 gの氷を入れて全体の温度が＿20.0℃

の状態を作った。この熱量計に 100.0℃のアルミニウムの球 100.0 gを入れて十

分長い時間放置したところ，熱量計全体の温度は0℃で熱平衡状態になった。ア

ルミニウムの比熱を 0.900 JI (g・ K)とする。以下の問いに有効数字3桁で答えよ。

(1) アルミニウム球が失った熱量はいくらか。

(2) 0℃で熱平衡状態になったとき，融けずに残っている氷の質量はいくらか。
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〔m〕図1のように，真空中で，一辺の長さ Lの正方形の頂点A,B, C, Dに，無限に
長い直線状の導線を紙面垂直方向に固定した。頂点AとBには，紙面垂直方向に表か

ら裏に向かう直流電流I，頂点CとDには，紙面垂直方向に裏から表に向かう直流電

流Iが流れている。また，正方形の中心を点Eとする。真空の透磁率をμ。とする。

以下の問 1～問 3に答えよ。

問 1 頂点Aを通る直流電流が点 Eにつくる磁束密度の大きさを求めよ。また，磁

束密度の向きを図 1に示した矢印①～⑧の中から選び，記号で答えよ。

問 2 頂点 A,B, C, Dを通る 4本の直流電流すべてによって点Eにつくられる磁

束密度の大きさを求めよ。また，磁束密度の向きを，図 1に示した矢印①～⑧の

中から選び，記号で答えよ。

問 3 点Eに，無限に長い直線状の導線を紙面垂直方向に固定し，紙面に垂直に表か

ら裏に向かって直流電流Iを流した。このとき点Eに設置した導線の長さ Lの

部分が受ける力の大きさを求めよ。また，力の向きを，図 1に示した矢印①～⑧

の中から選び，記号で答えよ。
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次に，図2のように，真空中で固定された無限に長い直線状の導線 1に大きさLの

直流電流が矢印の向きに流れている場合を考える。一辺の長さ Lの正方形の一巻きコ

イルと抵抗値Rの抵抗からなる閉回路ABCDがある。この閉回路ABCDを辺AD

と導線 1が平行で，かつ，閉回路ABCDと導線 1が同一平面内にくるように
. 

る。辺DCと平行に DCの向きにx軸をとり，導線 1の位置を X= 0, 辺ADの位

置をx=aとする。なお，閉回路は変形せず，閉回路の自己インダクタンスとコイル

自身の抵抗は無視できる。真空の透磁率をμ。とする。以下の問4～問6に答えよ。

問 4 ABCDにA→B→C→Dの向き

閉回路全体が受ける力の大きさを求め

印①～⑧の中から選び，記号で答え

しが流れている。このと

また，力の向きを図2に示し

ー

墨―――――-=-――ーー

゜

B

C

 □
D

-

a

 

J: 

① 
⑧ ② 

⑦う長
⑥—④ 

カの向き

図2
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問 5 閉回路 ABCDを電流が流れていない状態に戻す。時刻t]において，導線 1に

流れる直流電流の大きさがLのとき，閉回路 ABCD内を貰く磁束は仇であっ

た。次に，図 3のように，時刻tIから 3t1までの間に直流電流の大きさを 11か

ら411に単調増加させた。以下の問いにIぃ仇，tl, Rのうち必要なものを用い

て答えよ。

(1) 時刻 3t1のとき閉回路ABCD内を貰く磁束を求めよ。

(2) 時刻t1から 3いまでの間(t1 < t < 3tふ閉回路 ABCDに発生する誘導起

電力の大きさを求めよ。また，誘導電流が流れる向きは

（ア） A→ B→ C→ D, （イ） A→ D→ C→ B 

のどちらか。（ア）または（イ）の記号で答えよ。

(3) 時刻tlから 3t1までの間に閉回路 ABCDに発生するジュール熱を求めよ。

ただし，閉回路に流れる電流が作る磁場は無視できるものとする。

電流
I 

411 「-------------------~
‘’ I 
I 
I 
I 

＇ I 
I 
I 

' I 
＇ Id-ー-(:

O tl 
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6 導線 1に流れる直流電流の大きさを Il

いない状態に戻す。次に，図4のように，

し，閉回路ABCDを電流が流れて

回路ABCD 辺DCをX軸と

に保ちながら，一定の速さ vでx軸の正の向きに移動させた。辺ADが

x = b (b > a)の位置にきたとき閉回路ABCDに発生する誘導起電力の大き

さIVIを求めよ。なお， Lはbより十分に小さく，直流電流I]による．r=b付

近での磁束密度の大きさ B(x)は，定数B。(B。>O)と比例定数k(k> 0)を用い
B(x) = B。-kxと近似できるものとする。誘導起電力の大きさ IVIは，
B。,k,v, Lのうち ものを用いて表せ。 も示せ。

l V 
999999)  

Ill| 
R B 

C 

01 b X 

図4
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このページは白紙です。
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